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研究成果の概要（和文）：本研究は、17世紀以降のグローバリゼーションの進展がローカルな地域社会に与えた影響を
長期的かつ実証的に考察するものであった。具体的には、東南アジアのジャワ島における３つの海港都市（バタヴィア
、スマラン、スラバヤ）を事例として、多言語の貴重史料を駆使しながら分析を行なった。その結果、それらジャワの
海港都市が、近世以来、内陸部の社会と島外の世界経済とを結ぶアジアの結節点となり、そこに流入する人・モノ・カ
ネ・情報を介して、独特の都市経済・社会を作り上げていった過程を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This research aims to show influences longitudinally and empirically that the 
progress of globalization after the 17th century had upon local societies in a region, with special 
reference to three port-cities (Batavia, Sumarang and Surabaya) on the island of Java in Southeast Asia. 
The study drew chiefly upon few multilingual archival sources. In this, we could find thatthe Java's 
port-cities had created specific urban economies and societies via inflows of people, commodities, monies 
and information while having become Asian network-hubs connecting and integrating the inland societies 
and the world economy since the early modern times.

研究分野： 経済史
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１．研究開始当初の背景 
 現在までのグローバル化の動きがいつか
ら始まったのか諸説あるが、一つの有力な見
解としては、およそ 16 世紀からの大航海時
代に始まったとする見方がある。グローバル
化により、各々のローカルな地域社会は人・
モノ・カネ・情報の各面に置いてむすびつけ
られた。こうした数百年にわたるグローバル
化が、ローカルな地域社会にいかなる社会
的・文化的変容をいかに迫ったのかは、適切
な事例地域を挙げ、実証的レベルから考察す
る必要があると、研究開始当初で考えた。 
 たとえば、近世期からのグローバル化とい
うことでは、アンドレ・グンダー・フランク
の『リオリエント』（原書 1998 年）がある。
本書は、本来豊かさに富むアジア社会に西洋
が参入してきたという見取り図を提示し、大
航海時代という言葉が描き出す西洋中心主
義的発想とは異なる斬新な世界史像を示し
た。とまれ、どのような見方をとるにせよ、
近世期から確かにグローバル化の流れが進
展し、現在まで加速度的に進んできたという
見方は、改めて検証に値するのである。 
 しかし、上記のフランクを含め、近年のグ
ローバル・ヒストリーと称するグローバル化
の歴史的考察は、具体的かつ実証的分析を度
外視して展開されてきたのも確かである。し
たがって、こうした旧来のグローバル・ヒス
トリー研究に対する批判的視点を維持しな
がら、それを質的に向上させていきたい。こ
のモチベーションこそが、本共同研究の推進
力であった。 
 本共同研究の背景には、研究代表者がこれ
まで近代日本のアジア史的連関性を明らか
にすることに意を注いできたという理由も
ある。その主たる成果が、籠谷直人『アジア
国際通商秩序と近代日本』（名古屋大学出版
会、2000 年）である。その後、華僑華人など
のアジア・ネットワークが近代アジア経済の
変容に与えた影響に関する研究会を立ち上
げ、その成果の一部を、籠谷直人・脇村孝平
編『帝国とアジア・ネットワーク―長期の 19
世紀』（世界思想社、2009 年）に結実させた。 
 その他、本共同研究の着想を得る機会の一
つとして、総合地球環境学研究所プロジェク
ト（H22～26 年度）「メガシティが地球環境に
及ぼすインパクト」歴史班を主宰したことで
ある。上述の理論的な着想のほか、これを実
証的に検証可能にする豊富な史料の存在が
確認でき、国内外に当該研究に熟達した研究
者とも交流することができた。個人研究とし
て、科学研究費基盤研究（C）（2008~2010 年
度）や京都大学学内資金（2011 年度）によっ
て、熱帯地域の近代経済社会の発展に中国・
日本人商人が果たした役割を、制度・環境基
盤の変化という視点から実証的に論究して
きた。 
 本研究の研究分担者について付言すれば、
とくに弘末雅士の先行研究『東南アジアの港
市世界』（岩波書店、2004 年）は、本共同研

究当初の背景として特筆に値する。東南アジ
アの港市を基軸に外部世界と後背地の内部
世界との結節を描き出しており、その分析枠
組みは本共同研究の主要モデルとなってい
る。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本共同研究は、17 世
紀以降のグローバル化の進展がローカルな
地域社会に与えた影響を長期的かつ実証的
に考察し、具体的には東南アジアのジャワ島
における３つの海港都市（バタヴィア（現ジ
ャカルタ）、スマラン、スラバヤ）を事例と
して分析を行なうものである。海港都市とは、
内陸部の社会と島外の世界経済とを結ぶ結
節点であり、そこに流入する人・モノ・カネ・
情報を介して、一体化する世界経済と島内社
会とが相互に影響しあい、独特の都市経済・
社会を有する「場」であった。上記のいずれ
のジャワ都市は、史料的に 17 世紀以降の歴
史を追跡することが十分に可能であり、実証
的にグローバル化の問題を考察するのにふ
さわしい研究対象として考えられる。 
 かくして、本共同研究の最終目標は、ジャ
ワの海港都市の詳細な分析を通して、旧来の
グローバル・ヒストリー研究が陥りがちな実
証性の欠如を乗り越え、新たな世界史像を提
供することなのである。 
 
３．研究の方法 
 本共同研究は、17 世紀から 20 世紀前半ま
でのジャワ海港都市（バタヴィア、スマラン、
スラバヤ）を考察の対象とし、(1) 都市空間
史分析（民族別人口構成の変遷、民族別居住
区の発展、郊外の開発）、(2) 経済・商業史
分析（出入船舶・貿易の動向、商業ネットワ
ーク組織の変遷）、(3) 社会史的分析（民族
間相互に横たわる社会問題、結婚や民事上の
紛争等のマルチ・エスニック社会における諸
問題の解決方法システムの変化）、(4) バタ
ヴィア在住中国人社会分析（当該集団内部で
の組織構造ならびに紛争解決手段の変化）、
(5) バタヴィア在住中国人社会のアジア内
ネットワーク分析（当該集団の国際的なネッ
トワークの解明）、を行なう。 
 上記のとおりジャワを事例にすることか
ら、オランダ語史料、マレー語史料、漢文史
料、日本語史料といった多言語の史料を利用
する。この手法により、多くの歴史情報を入
手し、多方面から分析することが可能となる。 
 第一に、オランダ国立文書館ならびにイン
ドネシア国立公文書館に所蔵されている『オ
ランダ東インド会社文書』、『オランダ植民地
省文書』、『オランダ東インド総督府文書』と
いうオランダ語文書が挙げられる。400 年以
上にわたるオランダ支配の産物で、綿密な記
録が残されており、第一級の文書群である。 
 第二に、邦語史料として、台湾中央研究院
および日本国内（個人蔵）で保有されている
『堤林数衛関係文書』を利用する。堤林数衛



（1873 年～1938 年）は、日本人商人として
ジャワで活動した先駆者であり、太平洋戦争
以前の日本人のジャワ経済活動について詳
細な記録を残している。堤林文書を分析する
ことで、日本を含めたグローバルな視点から
ジャワ海港都市史を考察することが可能と
なる。 
 さらに、台湾中央研究院で整理・公開され
たばかりの『旧台湾銀行関係資料』も利用す
る。台湾銀行は、1899 年、日本統治下の台湾
の開発金融を目的に設立された特殊銀行で
あったが、その支店営業を展開させた華南や
東南アジア（フィリピン、仏領インドシナ、
マレー半島、シンガポール、蘭領東インド）
の関連資料も相当数が残存している。旧台湾
銀行調査部・調査課が作成した「南洋」各地
の日本人や華僑・華人に関する調査報告書は、
本共同研究の関心からも非常に有益な資料
である。 
 他方、バタヴィア中国人社会の解明のため
に、おもに『バタヴィア中国人公館文書』、
そのなかの特に裁判記録である『公案簿』と、
華人がのこした「バタヴィア開発史」である
『開吧歴代史紀』の分析を中心に行なう。こ
の極めて貴重な華僑社会一括文書の分析は、
バタヴィア華僑華人史研究のみならず、華僑
華人史一般の研究水準を大幅に向上させる
ものとなる。 
 上記の諸文献に基づいて研究を進めるほ
か、都市空間構造の把握のために、インドネ
シアをはじめ、長崎・平戸、台湾、厦門・金
門・南安・泉州等での現地フィールド調査も
行なう。さらに、国内学会・研究会のみなら
ず、国際ワークショップや国際学会大会へ積
極的に参加し、多くの国内外研究者との相互
交流によって研究内容の質的向上を図り、有
機的な国際研究協力体制を敷いて共同研究
を展開させる。 
 
４．研究成果 
 本共同研究の主要な研究成果として、台湾
中央研究院台湾史研究所との共同研究報告
書がある。第一に、籠谷直人（編）『堤林數
衛關係文書選輯』（謝国興、鍾淑敏、王麗蕉
との共著）、台湾中央研究院台湾史研究所、
415p、2014 年である。日本統治時代の日本
人にあって、台湾を経由して南洋での経営に
赴いた堤林数衛に注目し、主に南洋での商業
活動を克明に記した文字資料と写真資料を
紹介・解説した。 
さらにもう一冊、籠谷直人（編）『茶苦來山
人の逸話』（鍾淑敏ほか共編）、台湾中央研究
院台湾史研究所、537p、2015 年を刊行した。
そのなかでは、日本占領下の台湾台北市で
｢辻利茶舗｣というお茶屋を営んだ三好徳三
郎に注目し、その貴重な一次資料を紹介・分
析した。 
 本共同研究は、台湾と東南アジアに残る
「在外日本関係資料の調査と研究」プロジェ
クト（人間文化機構）にも参画・後援し、そ

の成果として籠谷直人（編）『第 2・3回 在
台湾・日本関係資料ワークショップ報告書』
（人文科学研究所、2015 年）をまとめた。 
 本共同研究の最終成果報告書として、籠谷
直人（編）『グローバル化時代のアジア・ネ
ットワーク地域社会変容―ジャワ海港都市
を中心に』を世界思想社から刊行する予定で
ある。 
 上記の報告書以外には、さまざまな国際会
議を開催し、多くの知見を得た；京都大学で
の ア ジ ア 植 民 地 都 市 ワ ー ク シ ョ ッ プ
「Jakarta’s  Past: Space, Ethnicity and 
Urban Development」（2013 年 4 月）；厦門大
学での国際共同研究会「Seminar on East 
Asian maritime History: Asian Interna-
tional Trade Order and Chinese Merchants」
（2013 年 12 月）；インドネシア大学で国際ワ
ークショップ「Urban Development and Social 
Integration: Long Term Perspective」（2014
年 11 月）；京都大学で台湾銀行資料公開記念
ワークショップ「台湾銀行資料データベース 
台湾銀行所蔵日治時期文書」（2015 年 3 月）；
台湾中央研究院で国際ワークショップ「戦前
期日本の南洋関与と台湾・南洋」（2016 年 2
月）。 
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